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今年5月に、県産業展示館で開催された
機械工業見本市「MEX金沢2014」が過
去最多の出展数となるなど、県内では、
繊維や機械、電子機器などを中心に、さ
まざまな分野の産業が盛り上がりを見
せています。キラリと輝く技術力や一歩
も二歩も業界をリードする先進性で
躍進を続ける企業は少なくありませ
ん。次世代を見据えた産業基盤の
構築や、加速するグローバル化への
対応など、県内産業の現状をリポー
トします。

新たな材料として期待される
炭素繊維複合材料

写真提供／一村産業

東南アジアに進出している企業の建設機械の製造現場

企業見学会を実施。モノづ
くり産業の担い手確保に
力を入れています

強みを生かして
次世代産業創造

石川の技は
海を越える

グローバル展開が
加速

3ページへ

 世界にはばたく！
わ の 産 業

4ページへ

まざ
せて
も
躍
ん
構
対
トし

モノづくり
産業を支える
人材の育成・
確保に力

8ページへ

Contents 目次
2014 夏季号

 特集
 未来に輝く！世界にはばたく！
 いしかわの産業 …………… 2
　
 ひと工夫でできるエコ活動
  「家庭ごみを減らそう！」 …10
　
 道の駅
 織姫の里
 なかのと（中能登町） …………13
　　
 知事の窓 ………………………14

 ほほえみ  石川のボランティア
 小松能美
 メンタルヘルスボランティア
 友の会（小松市） ………………14

 ふるさとの歴史・文化を探る
 県立能楽堂（金沢市） …… 15
　　　
 8・9月だけの限定企画
  “夜の水族館”に行こう！ …16

■シリーズ  

県産品のある風景

加賀太きゅうり（金沢市・かほく市）

表紙について

「加賀太きゅうり」は、夏の加賀野菜
の代表格です。直径 6～7センチ、長
さ25センチほどもあり、重さは1キ
ロに達することもあります。厚い果肉
はやわらかく、酢の物にしたり、煮た
りするなど、いろいろな調理法で楽し
めます。一方、加賀太きゅうりのように、
太く大きく育てていきたいのが、“いし
かわの産業”です。県では、県内企業
の海外進出や人材の育成・確保などを
強力にバックアップ。躍進する県内企
業の取り組みは、2ページからの特集
で詳しく紹介しています。

表紙イラスト制作／丸口洋平（金沢市出身）
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複
合
材
料
の
製
品
化
へ

   

新
た
な
拠
点
が
オ
ー
プ
ン

　

機
械
・
繊
維
・
食
品
・
Ｉ
Ｔ
と

い
っ
た
基
幹
産
業
、
集
積
す
る

高
等
教
育
機
関
な
ど
の
強
み
を

生
か
し
、
県
で
は
次
世
代
産
業

の
創
造
を
進
め
て
い
ま
す
。
中

で
も
、
注
目
さ
れ
る
分
野
が
、

「
炭
素
繊
維
複
合
材
料
」で
す
。

　

鉄
に
比
べ
て
強
度
が
10
倍
、

重
さ
が
４
分
の
１
と
い
う
優
れ

た
特
性
を
持
つ
炭
素
繊
維
複
合

材
料
の
製
品
化
を
目
指
し
、
今

年
６
月
に
は
、
金
沢
工
業
大
学

や
つ
か
ほ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、「
革

新
複
合
材
料
研
究
開
発
セ
ン
タ

ー
」が
開
所
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ

ー
は
産
学
官
が
連
携
す
る
超
大

型
研
究
開
発
拠
点
で
、
昨
年
度

に
は
文
部
科
学
省
の
「
革
新
的

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
日
本
海
側
で
唯
一
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、セ
ン
タ

ー
整
備
費
と
合
わ
せ
、
９
年
間

で
約
１
０
０
億
円
も
の
国
の
支

援
を
受
け
る
予
定
で
、
製
品
化

に
向
け
た
成
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

   

航
空
機
分
野
へ
の

   

進
出
を
後
押
し

　

大
幅
な
需
要
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
航
空
機
分
野
も
、
有

望
な
産
業
で
す
。
県
で
は
、
基

金
の
運
用
益
で
支
援
す
る
「
次

世
代
産
業
創
造
フ
ァ
ン
ド
」
な

ど
で
、
航
空
機
分
野
へ
の
参
入

を
後
押
し
。
機
械
加
工
や
熱
処

理
な
ど
を
手
が
け
る
中
小
企

業
３
社
が
、
航
空
宇
宙
製
品
の

特
殊
工
程
に
関
す
る
国
際
認

証
「N

adcap

」
を
取
得
す
る
な

ど
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

数々の最新機器を導入する
革新複合材料研究開発センター

海外ビジネスが活発化し、
金沢港のコンテナ取扱量
は増加しています

モノづくり技術が集結した「MEX金沢2014」

炭 素 繊 維 複 合 材 料 の 使 い 方 と 作 り 方 を 追 究

　炭素繊維は実に世界シェアの７割を、国内
の繊維メーカー3社で獲得しています。にもか
かわらず、樹脂を結合させた複合材料の製品
化は、国内ではあまり進んでいません。その理
由は国内に市場がなかったからです。炭素繊
維複合材料は、航空・宇宙産業の盛んな欧米
で、最新型旅客機や人工衛星などを中心に製
品化が活発なのが現状です。
　そこで、当センターでは、製品化に特化した
研究・開発に取り組みます。製品開発には、何
に用いるかという「使い方」と、ロボットを使っ
た生産の自動化などの「作り方」を追究する

必要があります。そこで、複数の企業が当セン
ターに入居するなど、研究者と企業が一体と
なって、研究・開発のできる環境を整えていま
す。例えば、プロジェクトの一つと
して、洋上の風力発電や深海掘削
用など、軽くて強い材料が求めら
れる分野での活用を進めていま
す。当センターでの研究・開発
を通して、国内に炭素繊維複
合材料の新たな市場を創出し
ていきたいと考えています。

モ

究者と企業が一体と
きる環境を整えていま
トの一つと
深海掘削
が求めら
めていま
・開発
繊維複
創出し
す。

革新複合材料研究開発センター所長

金沢工業大学教授 鵜
う
澤
ざ わ
 潔
きよし
さん

特 集：い し か わ の 産 業

未来に輝く！
いし か

炭
素
繊
維
、航
空
機
な
ど
を

次
世
代
産
業
の
柱
に

地域活性化が国の活力に

　北陸の代表として、谷本正憲知事が
今年４月に内閣府、６月に首相官邸で、
自動車・航空機など川下産業が集積す
る東海地域と連携し、一大炭素繊維複
合材料生産・加工地域（コンポジット
エリア）を形成したいという考えなどを
発表。地方にある成長の種や技術に光
を当てることが地域の活性化だけでな
く、国全体の競争力の強化にもつなが
ることを訴えました。

地域活性化の取り組みを紹介する谷本知事

金沢工業大学やつかほキャンパス（白山市八束穂）内にある
革新複合材料研究開発センター
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ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
の

    

海
外
進
出
を
支
援

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
国
際
化
が

加
速
度
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。
経

済
産
業
省
が
今
年
３
月
に
発
表
し
た

特
定
の
国
際
市
場
で
高
い
シ
ェ
ア
を

獲
得
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト

ッ
プ
企
業
１
０
０
選
」に
、
県
内
か
ら

は
、
東
京
、
大
阪
、
愛
知
の
三
大
都
市

圏
に
次
ぐ
全
国
４
位
の
６
社
が
選
ば

れ
ま
し
た
（
各
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　

海
外
で
得
た
利
益
を
県
内
の
本
社

に
還
元
し
、
地
元
の
雇
用
や
新
た
な

事
業
展
開
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
、
石

川
の
経
済
の
成
長
に
も
結
び
付
き
ま

す
。
そ
こ
で
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
、

特
定
の
市
場
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇

る
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
の
海
外
展
開

を
集
中
支
援
し
ま
す
。
県
内
に
数
多

い
こ
れ
ら
企
業
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ

チ
ト
ッ
プ
企
業
へ
と
押
し
上
げ
て
い

く
た
め
、
販
路
開
拓
や
知
的
財
産
権

の
取
得
、
専
門
家
派
遣
な
ど
に
関
す

る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、県
や
県
海
外
事
務
所
、県
産

業
創
出
支
援
機
構
な
ど
で
支
援
チ
ー

ム
を
結
成
し
、
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業

の
要
望
に
応
じ
て
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
型
で
き
め
細
か
く
後
押
し
す
る
こ

と
で
、
世
界
市
場
で
も
大
き
な
シ
ェ

ア
を
獲
得
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ

ト
ッ
プ
企
業
へ
の
飛
躍
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

    

今
秋
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

    

県
事
務
所
を
開
設
予
定

　

事
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
し

進
め
る
上
で
、
い
ま
大
き
な
注
目
を

浴
び
る
エ
リ
ア
が
、
目
覚
ま
し
い
経

済
成
長
を
続
け
る
東
南
ア
ジ
ア
で

す
。
県
内
企
業
も
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム

を
中
心
に
多
く
の
企
業
が
東
南
ア

ジ
ア
で
事
業
を
展
開
。
平
成
20
年
実

績
で
27
社
44
拠
点
だ
っ
た
県
内
か

ら
の
進
出
企
業
は
、
25
年
に
は
42
社

64
拠
点
へ
と
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
今
年
秋
、
県
内
企
業
の
東

南
ア
ジ
ア
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を

受
け
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
県
事
務

所
を
開
設
す
る
予
定
で
す
。
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
は
東
南
ア
ジ
ア
の
金
融
・
情

報
の
中
心
地
で
あ
り
、
周
辺
各
国
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
開
設
予
定
の

県
事
務
所
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
で
事

業
を
展
開
す
る
県
内
企
業
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
法
規
制
や

市
場
の
動
向
と
い
っ
た
情
報
収
集
・

提
供
、
販
路
開
拓
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

に
取
り
組
む
現
地
の
総
合
窓
口
と

な
り
ま
す
。

東南アジアでの県内企業の海外拠点数
※石川県貿易・海外投資活動　実態調査報告書より

拠点先
（平成25年）

平成20 年 21年 22 年 23年 24 年 25年

27 1114 6 4 1 1 64

タイ シンガ
ポールベトナム インド

ネシア マレーシア フィリピン ミャンマー 合計

40

50

60

70

▲ 東南アジアの中心として成長が続くシンガポール

石川発、世界へ
県内企業が躍進

特 集：い し か わ の 産 業

4

ブルネイブルネイブルネイブルネイブルネイブルネイルルネイイイイイイイイイイイ

東テ モ東テ モテ モテ モ ルルル東テ東テ東テテテ東テ東テ

フィリピフィリピフィリピピピピフィリピリピンンンンンンフィリピフィリピフィリピピピィリピィ ピンンンンンンフィリピフィリピフィリピピピフィリピピピンンンンンン

インドインドネインドネインドインドネドインド シアシアシアシシシドネドネネドネネシアシアシアアシシドネドネネドネドド シアシアシアシシ

マレーシマレーシマレーシマレーシレーシマレーシレーシマレ アアアアアアレーレーレ

シンガポシンガポシンガポシンガポンガポポポシンン ーールールールーガポガポガポガポンガポンガポンガポガポンンンガポンガポンガポガポンシンシンシシシンンシンシンガポシシンシンガポシン

カカカカカカカカカンボジカンボジカンボジカンボジカンボジカンボジカンボ アアアアアカカカカカ

ナムナムムムムトナムトナナナトナトトナムトナムムムベベトベトベベトベトベトトトト

ラオスラオスラオスラオスラオスオオラオスラ

タイタイタイタイタイタイイタタイ

ミャンマミャンマミャンマミャンミャンマミャンマミャンマャンャ ーーー

   

「
”８
番
“と
言
え
ば
ラ
ー
メ
ン
」を

イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
、
北
陸
の
人
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
遠
く
離
れ
た

東
南
ア
ジ
ア
の
タ
イ
で
も
外
食
の
定

番
に
な
っ
て
お
り
、ハ
チ
バ
ン
が
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
展
開
す
る
ラ
ー
メ
ン
チ

ェ
ー
ン「
８
番
ら
ー
め
ん
」は
現

在
、
首
都
バ
ン
コ
ク
を
中
心
に
、

国
内
全
域
に
１
０
7
店
舗
を
展

開
し
て
い
ま
す
。（
6
／
30
現
在
）

  

「
海
外
事
業
を
軌
道
に
乗
せ

る
こ
と
が
で
き
た
大
き
な
要
因

は
、
最
初
か
ら
チ
ェ
ー
ン
化
を

視
野
に
入
れ
た
戦
略
を
描
い
て

い
た
か
ら
で
す
」
と
教
え
て
く

れ
た
の
は
、現
地
に
滞
在
し
、タ

イ
国
内
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
指
揮
す

る
海
外
運
営
部
長
の
清
治
さ

ん
。
食
材
の
加
工
・
調
理
を
一
括
し
て

行
い
、
品
質
の
均
一
化
や
コ
ス
ト
の

削
減
に
つ
な
が
る
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ

チ
ン
を
平
成
４
年
の
１
号
店
出
店
時

に
構
え
る
な
ど
、
初
め
か
ら
多

店
舗
展
開
を
考
え
て
い
ま
し

た
。

　

加
え
て
、
出
店
を
熱
心
に
呼

び
か
け
て
く
れ
た
信
頼
で
き
る

現
地
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
出
会
い
も
海
外
事
業
を
成

功
に
導
い
た
カ
ギ
の
ひ
と
つ
で

す
。「
現
在
は
、
ラ
ー
メ
ン
店
の

チ
ェ
ー
ン
化
だ
け
で
な
く
、
合

弁
会
社
を
つ
く
り
、ス
ー
プ
・
エ

キ
ス
の
製
造
・
販
売
事
業
も
手

が
け
て
い
ま
す
」と
清
治
さ
ん
。

タ
イ
で
の
事
業
は
同
社
の
大
き
な
柱

で
あ
り
、
経
済
成
長
を
続
け
る
東
南

ア
ジ
ア
で
、
今
後
も
北
陸
発
の
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
・
ラ
ー
メ
ン
チ
ェ
ー
ン
と

し
て
、
積
極
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を

進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

　

金
沢
市
の
三
谷
産
業
で
は
今
年

5
月
、
ベ
ト
ナ
ム
進
出
20
周
年
を
迎

え
、
現
地
に
は
化
学
品
や
樹
脂
成
形

品
の
製
造
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発

な
ど
を
担
う
7
社
を
構
え
て

い
ま
す
。
同
社
が
ベ
ト
ナ
ム
に

商
機
を
見
出
し
た
背
景
に
は
、

平
均
年
齢
が
若
く
豊
富
な
労

働
力
、
勤
勉
な
国
民
性
に
加
え

て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
人
た
ち
の
目

の
輝
き
が
あ
り
ま
し
た
。
三
谷

充
会
長
が
社
長
時
に
ベ
ト
ナ

ム
を
訪
れ
た
際
、
現
地
の
人
た

ち
か
ら
高
度
成
長
期
の
日
本

人
に
似
た
意
欲
を
感
じ
取
り

ま
し
た
。

　

た
だ
、
当
時
は
全
国
で
も
ベ

ト
ナ
ム
を
視
野
に
入
れ
る
企
業

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
進
出
は
手
探
り

状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。「
少

し
で
も
情
報
を
得
る
た
め
、
ベ

ト
ナ
ム
に
暮
ら
す
日
本
人
が
よ

く
利
用
す
る
現
地
の
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
に
通
う
な
ど
、
徐
々

に
足
場
を
固
め
て
い
き
ま
し

た
」
と
、
話
す
の
は
同
社
の
海

外
進
出
の
先
陣
を
切
っ
た
現
常

勤
監
査
役
の
村
田
さ
ん
で
す
。

　

村
田
さ
ん
ら
が
基
盤
を
築

い
た
ベ
ト
ナ
ム
事
業
は
曲
折

が
あ
り
な
が
ら
も
成
長
を
続

け
、
現
在
は
１
４
０
０
人
近
い

ベ
ト
ナ
ム
の
方
が
三
谷
グ
ル

ー
プ
の
一
員
と
し
て
活
躍
。

「
労
働
力
と
育
ん
だ
技
術
力

を
生
か
し
、ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

優
れ
た
商
品
を
提
供
す
る
環

境
が
整
っ
て
い
ま
す
」
と
村
田
さ

ん
は
笑
顔
を
見
せ
、同
社
で
は
今
後

も
、”ベ
ト
ナ
ム
発
日
本
品
質
“で
さ

ら
な
る
成
長
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▲ 樹脂成形品の製造や組み立てを
行うABCD社ハイズン工場

▲ 人口6６00万人のタイ国内で、年
間1300万人もの方が来店

金
沢
市

金
沢
市

東南アジアに着目し、現地
で事業展開を進めてきたの
が、ハチバンと三谷産業で
す。両社の歩みについて聞
きました。

進出から20年。現地に7社を設立し
“ベトナム発日本品質”を実現

ン
」を

の
人
だ

は
今
年

年
を
迎

ハ
チ
バ
ン

三
谷
産
業

東南アジアに進出 
企業レポート

執行役員 海外運営部長

清
せ い
治
じ
 洋
ひろし
さん

常勤監査役

村
む ら
田
た
 淳
じゅん
さん

   海を越えた北陸の味。
タイで107店舗を展開
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パ
リ
で
年
に
2
度
、
開
か
れ
る
世
界
一

の
テ
キ
ス
タ
イ
ル
見
本
市
「
プ
ル
ミ
エ
ー

ル
・
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
昨
年
9
月
、
小
松
精

練
が
出
品
し
た
新
素
材
「
ム
ニ
ュ
」
が
、

日
本
企
業
初
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
ま

し
た
。
発
泡
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
に
極
薄
の
ナ

イ
ロ
ン
を
貼
り
付
け
、
名
前
の
通
り
の
柔

ら
か
な
手
触
り
を
実
現
し
た
新
素
材
が
、

各
国
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
大
絶
賛
さ
れ
た
の

で
す
。

　

ほ
か
に
も
、
同
社
で
は
染
色
技
術
で
ソ

フ
ト
な
合
繊
素
材
に
ハ
リ
と
コ
シ
を
与
え

た
「
コ
ン

ブ
」
、
布

地
に
高
精

細
に
プ
リ

ン
ト
し
た

「
モ
ナ
リ

ザ
」な
ど
、
独
自

の
生
地
を
開
発

し
、イ
タ
リ
ア
や

フ
ラ
ン
ス
の
高
級

ブ
ラ
ン
ド
と
の
取

引
量
を
年
々
、拡

大
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
優
れ
た

生
地
で
あ
る
ほ

ど
、
コ
ピ
ー
商
品
も
増
え
て
い
く
も
の
。
同

社
に
と
っ
て
も
悩
み
の
種
か
と
思
い
き
や
、

「
コ
ピ
ー
は
絶
対
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
越
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
コ
ピ
ー
が
増
え
れ
ば

本
物
の
良
さ
が
際
立
ち
、
当
社
の
地
位
が
高

ま
り
ま
す
」
と
、
国
際
事
業
を
け
ん
引
す
る

常
務
の
中
山
さ
ん
は
自
信
を
見
せ
、
今
後
も

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
先
進
地
で
の
積
極
的
な

事
業
展
開
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

津
田
駒
工
業
は
、
空
気
や
水
の
力
を
利
用

し
た
ジ
ェ
ッ
ト
ル
ー
ム
（
高
速
自
動
織
機
）

を
主
力
と
す
る
繊
維
機
械
の
国
内
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
で
す
。
明
治
42
（
１
９
０
９
）
年

創
業
と
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
刻
む
同
社

で
は
、
大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
に
シ
ャ
ト

ル
織
機
を
初
め
て
輸
出
し
、
70
年
代
後
半
か

ら
海
外
戦
略
を
本
格
化
。
現
在
は
中
国
や

イ
ン
ド
を
中
心
に
販
売
網
は
60
カ
国
に
広
が

り
、
ジ
ェ
ッ
ト

ル
ー
ム
の
世
界

シ
ェ
ア
は
３
割

を
誇
り
ま
す
。

　

躍
進
を
け
ん

引
す
る
の
は
、

高
い
コ
ア
技
術

と
顧
客
重
視
の

サ
ー
ビ
ス
力
で

す
。
そ
れ

が
世
界
市

場
の
拡
大

と
、
ま
た

新
た
に
取

り
組
ん
で

い
る
炭
素

繊
維
機
械
へ
の
展
開
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

世
界
の
異
な
る
文
化
や
商
習
慣
の
中
で
、
技

術
と
人
が
う
ま
く
適
応
す
る
柔
軟
さ
も
ブ
ラ

ン
ド
へ
の
信
頼
を
高
め
ま
し
た
。

 

「
海
外
市
場
は
大
き
く
、
変
化
も
速
い
が
、

情
報
化
の
発
達
で
い
ろ
い
ろ
な
国
の
市
場
の

変
化
を
取
り
込
む
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
海
外
事
業
の
最
前
線
に

立
つ
繊
維
機
械
販
売
部
の
林
さ
ん
。
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
事
業
の

変
革
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

グ

ロ

ー

バ

ル

ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
に
探
る

海
外
進
出
成
功
の
カ
ギ
経済産業省が発表した “グロー
バルニッチトップ企業” は、日
本代表として日々、世界を相手
に奮闘しています。そこで、県
内から選ばれた６社を取材。
それぞれの企業の技術力や事
業戦略には、海外ビジネスを軌
道に乗せるためのヒントがた
くさんありました。

先端行く生地で
国際グランプリに輝く

小松精練 （能美市）

技術力とサービス力で
躍進続ける100年企業

津田駒工業（金沢市）

最新型ジェットルーム

同社ショールーム

中山 大輔さん

林 隆峰さん

（なかやま だいすけ）

（はやし たかね）
繊維機械
販売部

常 務
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”産
業
の
米
“と
言
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

械
に
欠
か
せ
な
い
要
素
が
ベ
ア
リ
ン
グ
（
軸

受
け
）
で
す
。
こ
れ
は
、
回
転
運
動
を
行
う

軸
な
ど
を
支
え
る
機
構
で
、
主
に
自
動
車
や

工
作
機
械
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
摩
擦
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
損
失
や
発
熱
を
減
ら
す

役
割
も
あ
り
ま
す
。
東
振
精
機
は
そ
の
ベ
ア

リ
ン
グ
に
組
み
込
む
ロ
ー
ラ
ー
の
専
門
メ
ー

カ
ー
で
す
。
中
で
も
、
産
業
機
械
な
ど
に
組

み
込
む
タ
ル
型
を
し
た
ロ
ー
ラ
ー
の
「
球
面

こ
ろ
」
に
関
し
て

は
、
国
内
シ
ェ
ア

が
７
割
を
超
え
、

世
界
で
も
２
割
近

い
市
場
を
獲
得
し

て
い
ま
す
。

　

た
だ
、創
業
か

ら
58
年
、
同
社
の

歩
み
に
は

紆う

よ余
曲
折

が
あ
り
ま

し
た
。
な

ぜ
な
ら
、

顧
客
と
な

る
ベ
ア
リ
ン
グ
メ
ー
カ
ー
は
ロ
ー
ラ
ー
を

内
製
す
る
の
が
一
般
的
で
、
自
社
製
品
を

押
し
の
け
て
ま
で
採
用
さ
れ
る
の
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
品
質
、
価
格
、
納

期
の
す
べ
て
に
磨
き
を
か
け
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
」
。
社
長
の
中
村
さ
ん
は
こ
う

話
し
、
研
磨
用
の
機
械
な
ど
を
自
社
内
で

開
発
す
る
な
ど
、
数
々
の
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
、
徐
々
に
現
在
の
地
位
を
確
立
。

昨
年
に
は
中
国
に
製
造
会
社
を
設
立
し
て

お
り
、
今
後
は
海
外
展
開
も
視
野
に
一
層

の
挑
戦
を
続
け
て
い
く
考
え
で
す
。

　
天
池
合
繊
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
織
物
「
天
女

の
羽
衣
」
は
、
太
さ
５
〜
７
デ
ニ
ー
ル（
約

40
分
の
１
ミ
リ
）の
極
め
て
細
い
糸
を
使

い
、１
㎡
の
重
さ
は
た
っ
た
の
５
ｇ
 。
世
界

一
薄
く
て
軽
く
、そ
よ
風
に
舞
い
、
水
面
の

よ
う
な
光
沢
を
放
つ
の
が
特
徴
で
す
。

　
現
在
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
を

中
心
に
出
荷
し
、
パ
リ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
ミ

ラ
ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
発
表
さ
れ
る
最
先
端

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、
大

き
な
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
天
女

の
羽
衣
は
も

と
も
と
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
向
け
で

は
な
く
、
プ
ラ

ズ
マ
テ
レ
ビ
用

の
産
業
資
材
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
の
普
及
は

進
ま
ず
、
生
産
量
も
激
減
。
窮
地
を
乗
り
切

る
た
め
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
に
活
路
を
求

め
ま
し
た
。

　
海
外
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
で
の
展
示
会
に

積
極
的
に
出
展
。
「
実
際
に
手
に
触
れ
て

も
ら
う
こ
と
で
良
さ
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
企
業
規
模
や
知
名
度
で

は
な
く
、
純
粋
に
質
で
勝
負
で
き
る
土
壌
が

あ
り
ま
す
」
。
社
長
の
天
池
さ
ん
は
こ
う
話

し
、一
層

の
シ
ェ
ア

拡
大
に
知

恵
を
絞
っ

て
い
ま

す
。

　

明
石
合
銅
が
世
界
的
に
も
高
い
シ
ェ
ア
を

獲
得
す
る
の
は
、
建
設
機
械
「
油
圧
パ
ワ
ー

シ
ョ
ベ
ル
」
に
使
わ
れ
る
シ
リ
ン
ダ
ー
ブ

ロ
ッ
ク
の
製
造
で
す
。
シ
リ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ

ク
は
、
高
圧
の
油
を
発
生
さ
せ
る
油
圧
ポ
ン

プ
の
心
臓
部
品
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の

油
圧
ポ
ン
プ
か
ら
送
り
出
さ
れ
る
高
圧
の
油

が
油
圧
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
の
全
て
の
動
力
源

と
な
り
ま
す
。

　

同
社
が
手
が
け
る
製
品
の
特
徴
は
、
鋼
の

本
体
に
、
ピ
ス
ト

ン
が
高
速
で
上
下

す
る
穴
の
内
側

と
、
シ
リ
ン
ダ
ー

ブ
ロ
ッ
ク
が
高
速

回
転
し
て
他
部
品

と
接
す
る
面
に
、

銅
合
金
を
接
合
さ

せ
て
い
る

点
で
す
。

こ
の
独
自

の
技
術
に

よ
り
、
鉄

系
材
料
の

強
度
に
、
銅
合
金
が
持
つ
摩
擦
や
摩
耗
に
強

い
特
性
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
社
独
自
の
技
術
で
生
み
出
さ
れ
た
複
合

材
料
は
Ａ
Ｇ
バ
イ
メ
タ
ル
と
名
付
け
ら
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
建
機
・
油

圧
機
器
メ
ー
カ
ー
に
も
出
荷
。
「
海
外
事
業

は
売
り
上
げ
の
20
％
を
占
め
る
核
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
さ
ら
に
10
％
引
き
上
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
。
社
長
の
明
石
さ
ん
は
こ

う
意
気
込
み
、
ス
イ
ス
、
ア
メ
リ
カ
に
営
業

ス
タ
ッ
フ
を
常
駐
さ
せ
、
海
外
戦
略
を
本
格

化
し
て
い
ま
す
。

　

携
帯
電
話
や
家
電
な
ど
、
生
活
に
密
着

し
た
電
気
製
品
の
”頭
脳
“と
な
る
半
導

体
。
そ
の
製
造
に
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
金
明
の
技

術
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
同
社
で

は
、
半
導
体
の
基
板
と
な
る
1
ミ
リ
前
後

に
薄
く
ス
ラ
イ
ス
さ
れ
た
「
シ
リ
コ
ン
ウ

エ
ハ
ー
」を
研
磨
す
る
専
用
装
置
を
開
発

し
、
中
国
や
韓
国
、台
湾
な
ど
の
半
導
体

メ
ー
カ
ー
に
向
け
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
シ
ェ
ア
85
％
に
も
達
す
る
同
社
の

強
み
は
も
ち
ろ
ん
、
品
質
面
に
あ
り
ま

す
。
均
一
に
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
磨
き
上

げ
て
い
く

技
術
は
業

界
ト
ッ
プ

を
走
っ
て

い
ま
す
。

た
だ
、
海

外
を
相
手
に
す
る

際
、
品
質
は
劣
っ
て

も
安
価
な
製
品
で
勝

負
を
か
け
て
く
る
企

業
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
「
当
社
で
は

行
き
過
ぎ
た
価
格
競

争
に
参
加
し
ま
せ
ん

で
し
た
」
と
副
社
長

の
川
原
さ
ん
。
そ
の
影
響
で
、
一
時
は
他

社
に
乗
り
換
え
た
顧
客
も
い
た
も
の
の
、

品
質
に
納
得
で
き
ず
、
再
び
同
社
の
装
置

の
導
入
が
進
み
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
同
社
で
は
２
の
矢
、
３
の
矢

の
準
備
に
も
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
太
陽

光
パ
ネ
ル
加
工
装
置
や
次
世
代
型
５
軸
加

工
機
な
ど
を
開
発
し
、
新
た
な
市
場
開
拓

に
積
極
的
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

品質、価格、納期を追求し
軸受け部品製造のトップに

世界一薄くて軽い織物
“天女の羽衣”で躍進

東振精機天池合繊 （能美市）（七尾市）

独自技術生かした開発力で
建機の心臓部を製造

半導体素材を研磨
世界シェアは85％

明石合銅BBS金明 （白山市）（白山市）

特 集：い し か わ の 産 業

天女の羽衣

シリンダーブロック

球面ころとベアリング

半導体関連装置

明石 寛治さん
（あかし かんじ）

川原 龍之介さん
（かわはら りゅうのすけ）

中村 敬さん
（なかむら たかし）

天池 源受さん
（あまいけ もとつぐ）

社 長

社 長社 長

副社長
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企
業
の
け
ん
引
役

    

確
保
を
支
援

　

産
業
を
支
え
、
成
長
に
導
く
原

動
力
は
「
人
材
」
で
す
。
県
で
は
、

県
内
企
業
の
成
長
を
後
押
し
し

て
い
く
た
め
に
必
要
な
人
材
の
育

成
・
確
保
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
力
を
入
れ

る
の
が
、
新
製
品
や
新
技
術
の
開

発
、
国
内
外
の
販
路
開
拓
な
ど
の

成
果
を
挙
げ
る
中
核
人
材
の
確

保
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
で
す
。
現

在
は
全
国
的
に
売
り
手
市
場
が

広
が
り
、
人
材
の
獲
得

競
争
は
激
し
さ
を
増

し
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
に
あ
っ
て
も
優

秀
な
人
材
を
獲
得
で

き
る
よ
う
、
県
で
は
、

県
内
産
業
を
支
え
る

基
幹
４
業
種（
機
械
・

繊
維
・
食
品
・
Ｉ
Ｔ
）の

中
小
企
業
を
対
象
に
、

採
用
か
ら
１
年
間
の

人
件
費
80
％
（
最
大

６
０
０
万
円
）
を
補
助

す
る
取
り
組
み
を
始

め
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
む
中
、
次
代

の
海
外
事
業
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
若
手
社
員
を
対
象

と
し
た
海
外
実
地
研
修
の
助
成

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
海
外
勤

務
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
実
地

研
修
の
成
果
を
県
内
中
小
企
業

に
広
く
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
ま
す
。

    

モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
に

    

女
性
の
視
点
や
感
性
を

　

ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少

す
る
中
、
あ
ら
ゆ
る
人
材
が
持
て

る
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で

注
目
し
た
い
の
が
、
こ
れ
ま
で
生

か
し
切
れ
て
い
な
か
っ
た
最
大
の

潜
在
力
と
さ
れ
る
”女
性
の
力
“で

す
。

　

そ
こ
で
、県
で
は
今
年
度
、「
女

性
モ
ノ
づ
く
り
提
案
力
育
成
塾
」

を
開
講
し
ま
す
。
塾
で
は
県
内
の

モ
ノ
づ
く
り
企
業
に
勤
務
す
る

女
性
社
員
を
対
象
に
、
先
進
事
例

を
学
び
な
が
ら
現
場
の
実
情
と

課
題
を
洗
い
出
し
、
具
体
的
な
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
し
て
新
製
品

開
発
に
向
け
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
育

成
。
女
性
の
視
点
や
感
性
を
、
製

品
開
発
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
豊
富
な
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
企
業
Ｏ
Ｂ
に
も

着
目
。
人
材
バ
ン
ク
を
構
築
し
、

求
人
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や

Ｏ
Ｂ
人
材
の
活
用
推
進
に
向
け

た
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

特 集：い し か わ の 産 業

▲ 人材が県内のモノづくり産業を支えています

▲ モノづくりの現場では女性の活躍が求められています

成
長
の
原
動
力〝
人
材
〞

育
成
・
確
保
に
全
力
を
注
ぐ

世界に広がる石川の製造業に魅力

　入社して3年、顧客の要望に
応じたさまざまなタイプの工作
機械の組み立てを担っていま
す。日々、モノづくりに携わる
中で感じる魅力は、自分が組
んだ機械が問題なく動いた瞬
間です。特に、初めて手がけた
機械にスイッチを入れたときの
ドキドキ感は今でも忘れられま
せん。
　また、当社のお客様は国内
だけではなく、海外にも数多く
いらっしゃいます。私の組み立
てた機械が、海を越えてさまざ
まな製造現場で活躍している
と思うと、世界中の知らない人
ともつながりを感じることがで
き、そこに仕事に対するやりが

いも芽生えています。
　私たちの課では機械を設置
するために現場に足を運ぶこ
とも多く、先輩は国内外へと
出張に出かけています。私はま
だ出張の経験がありません。
一人でもお客様に対応できる
よう、技術と知識を磨くのが今
の目標です。石川のモ
ノづくりを世界に運
ぶエンジニアを目
指し、もっともっ
と頑張ります。

高松機械工業（白山市）

組立四課  木
き
谷
たに
 美
み
祐
ゆ
さん

向
けでもお客様に対応できる

技術と知識を磨くのが今
標です。石川のモ
くりを世界に運
ンジニアを目
もっともっ
張ります。

業（白山市）

木
き
谷
たに
美
み
祐
ゆ
さん
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産学官が連携した検討委員会を設置し、戦略をまとめました

県では今年5月、「石川県産業成長戦略」を策定しました。成長戦
略は、大きく変化する県内産業を取り巻く現状を踏まえ、これか
らの10年間を見据えた指針となるものです。製造業や高等教育
機関の集積、陸・海・空で進む交流基盤の充実といった石川の強み
を生かし、次代の産業の創造や人材の育成・確保などにつなげる
ための柱を定めています。

これからの10年見据えた
 「石川県産業成長戦略」を策定

人口減少により縮小が見込まれる国内市場では、新製品開発により、新規需要を創出します。
新製品開発による新規需要の創出

活性化ファンドや次世代ファンドによる製品開発支援、懇談会や商談会の開催による販路拡大の促進、
基幹４業種の新分野展開の支援、ベンチャーコンテスト開催による創業の促進など

具体的な
取り組み

成長著しいアジアなどの新興国市場では、積極的に展開し、需要の獲得を図ります。

相談体制の強化、海外市場の調査や輸出に取り組む企業への支援、
展示会等への出展支援、シンガポール事務所の設置による海外ネットワークの拡大

国際展開の拡大

具体的な
取り組み

炭素繊維複合材料などの成長市場では、国と連携して取り組みを深化させ、
新たな産業の創出に取り組みます。

次世代ファンドによる研究開発支援、研究者の育成・確保の支援、
国事業等を活用した革新的な研究開発の促進、工業試験場の機能強化

次世代産業の創出

具体的な
取り組み

交通インフラの充実、自然災害の少なさ、安価な電力といった石川県の立地環境を生かし、
戦略的に企業を誘致します。

里山里海などの地域特性を考慮したきめ細かい誘致活動の展開、助成制度の見直しなど

戦略的な企業誘致の推進

具体的な
取り組み

生産年齢人口の減少が見込まれる中、企業の成長を支える人材の育成・確保を積極的に支援します。

中核人材の確保支援、短期海外研修の支援、次代の経営者育成、
女性や企業ＯＢによる新規採用を支援

産業人材の総合的な育成・確保

具体的な
取り組み
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　ごみは最も身近な環境問題です。ごみを減らすためには、
日々の生活の中でごみを出さない工夫をし、ごみになるもの
自体を減らしていくことが最も重要です。また、ものを繰り返
し使うことも大切です。リデュース（ごみを出さない）、リユース
（繰り返し使う）、リサイクル（ごみの再生利用）の３Ｒに心が
け、まずはできるところから始めてみませんか。

エコクッキングはおいしく、楽しく

家庭ごみの約４割は食料品と言われています。食材をムダなく使い切
る、家族の人数やライフスタイルに合わせて計画的に食料品を購入する
ことで、捨てる量を減らすことができます。

　エコクッキングと聞くと、野菜などの捨てる
ところを使った質素な料理をイメージするか
もしれませんが、決してそんなことはありませ
ん。例えば、大根の葉をゆでてタマゴとタラコ
を入れて炒めたり、ニンジンの皮をあえて厚め
に切ってきんぴらにしたりするなど、工夫次第
で、おいしく食べられる方法はたくさんありま
す。調味料をきちんと計量することも重要で、
使い過ぎを抑えられるとともに、味付けも失敗
しません。

　また、家族みんなで食卓を囲むことも大事
なエコクッキングです。ばらばらで食事をする
と、後に食べる人のことを考えて、料理を作り
過ぎたり、多めに取り分けてしまったりするこ
とが多く、それが結局、食べ残しが増える原因
になります。なるべく家族が顔をそろえ、みん
なで味わいましょう。そして、その際に、料理を
した人はぜひ、エコクッキングをしたことを、家
族に自慢してください。ごみの減量などの環境
問題について話し合うきっかけになります。

調理方法を工夫して、調理くずなどごみを減らす
 （エコクッキングの実践）

シャンプーや洗剤などは詰
め替え商品を選びましょ
う。容器入りのものよりも
ごみの量を減らせます。し
かも、詰め替え商品
は価格的にもお買
い得な場合がほと
んどです。

生ごみの約7～8割は水
分です。ビニール手袋を
着用し、ぎゅっと水切り
するだけで生ごみの重
さを大きく減らせます。
志賀町では、この水切りの取
り組みで、可燃ごみの削減に成功しました。

は詰
しょ
りも
し

シャンプーなどは
詰め替え商品を選ぶ

事
る

こ
因
ん
を
家
境

の取

インタビューINTERVIEW

北陸学院大学短期大学部
食物栄養学科教授

新
に い
澤
ざ わ
 祥
よ し
惠
え
さん

生ごみは
水切りをしてから
捨てる
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コンポストで
たい肥を作る

　　リサイクルショップや
　フリーマーケットを利用する

古新聞、空き缶、ペット
ボトルなどは、資源とし
て再生利用できます。
きちんと分別してリサ
イクルしましょう。

ダンボールに腐
ふ よ う ど

葉土と米
ぬかを入れたコンポスト
に生ごみを入れてかき混
ぜておくと、約３カ月でた
い肥になります。家庭菜園
などに活用しましょう。

不要になった衣服や本があれば、リサイクル
ショップやフリーマーケットを利用してみま
せんか。繰り返し使えば、ごみの削減にな
ります。

作る

私たちにもできることあるかなぁ～

プや

いしかわ
クールシェア

　夏場、家庭の電気使用
量の半分以上を占めるの
が、エアコンです。県では、
家のエアコンを消して図
書館や飲食店などの涼し
い場所に出かける「いしか
わクールシェア」を実施しています。公共施設や
一部の商業施設のクールシェアスポットでは、
スタンプを5個集めて応募すると抽選でプレゼ
ントが当たるスタンプラリーを実施しています。
また、ドリンクサービスなどのお得なサービスを

提供している
お店もありま
す。

sharemap.jp/

省エネ・節電
アクションプラン

　県では、家族で楽しみながらエコ活動に取
り組めるよう、「省エネ・節電アクションプラ
ン」を推進しています。プランは、今日から
始められるさまざまなエコ活動を実践し、県
に報告してもらう取り組みです。活動を通し
て環境意識を高めてもらうことが目的で、環
境にやさしい暮らしを実践する「いしかわ家
庭版環境ISO」のエコファミリーは着実に増え
ています。
　加えて、今年度から
は、小さなお子さん
がいるご家庭を対象
に、いしかわエコレ
ンジャー認定制度を
試験的に開始。子ど
もと一緒に楽しめる
取り組みを充実させ
ています。

省エネ・節電アクションプランにぜひ参加し、エコファミリー
にお申し込みください。詳しくは下記のアドレスから。

www.pref.ishikawa.lg.jp/ontai/pp/ss_actionplan.html

古新聞、空き缶、ペットボトル
　　　 などはリサイクルに出す

※熱中症に気を
つけて、無理せ
ず気軽にご参加
ください。

シェアマップでクールシェアスポットを
探してスポットへGO!!

検索検索検索検索検索検索検索検索検索検索検索検索検索検 索検 索シェアマップ 検索検索検索検索検索検索検索検索検索検索検索検 索検索検 索いしかわ省エネ節電
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県内には、家庭ごみの減量に住民が一丸となって取り組んでいるところがたくさんあります。
地域ぐるみでごみの課題解決に力を注ぐ団体を取材しました。

ひとしぼり運動を展開、年間で1割の可燃ごみを削減

地域独自のポイント制度で家庭ごみの分別を徹底

　志賀町女性団体協議会では、町と連携し
て生ごみの水切りを呼びかけています。「きっ
かけは、平成24年秋に町から寄せられた志
賀町の家庭ごみが周辺市町よりも多いという
相談でした」と振り返るのは会長の村山康子
さん。
　当時の会長の宮本しげ子さんが、この相談
を受け、主婦として何かできないか考え、12
月に町内全世帯にごみの出し方などに関する
アンケート調査を実施しました。その結果を
もとに、すぐに始められる生ごみの水切りを

推進していくことを決めたのです。
　同協議会では各地区を回り、生ごみを出す
前に水切りをする“ひとしぼり運動”をはじめ、
分別の徹底やリサイクルショップの活用を呼
びかける説明会を開催しました。さらに、住
民のごみ減量に関する意識の高まりにつなげ
るため、町が毎月、発行する広報紙に家庭か
らの可燃ごみの総量を掲載。前年度との比較
を行ったところ、可燃ごみの重量を年間で約
1割も減らすことができました。
 「今後はお年寄りの方など、きめ細かな啓発
に取り組みたいですね」と村山さん。ごみ減
量を通して、一人暮らしの高齢者に声かけを
するなど、地域のコミュニケーションの活発
化にもつなげてい
きたいと考えてい
ます。

  「可燃ごみとして捨てていた野菜くずなどの生
ごみを回収すればたい肥にでき、ごみの減量に
もつながる」。そう考え、ごみの分別徹底で大き
な成果を挙げたのが、加賀市の山代温泉まち
づくり推進協議会です。平成18年から山代地
区の住民に呼びかけ、毎週火曜の朝、地区内
の定められた場所で生ごみを回収する取り組み
を始めました。集めた生ごみは、たい肥化され、
それを使って地元農家が野菜を栽培。これら
の野菜は市内のスーパーや直売所を通して地
産地消し、生ごみを再びたい肥にする循環シス
テムを築いています。
　協議会では、楽しみながら取り組めるよう、
生ごみの回収1回につき1ポイントを付与する
地域独自のエコポイント制度を行っています。
10ポイント貯めるごとに、このたい肥で作った
野菜と交換できるほか、地元商店街で使える買

い物スタンプにもなります。「住民の皆さんに
回収は定着し、たくさんポイントを貯めています
よ」と笑顔で教えてくれたのは、同協議会生ご
み堆

たい

肥
ひ

化推進委員会代表の橋本真琴さん。山
代地区で始まった取り組みは現在、加賀市全
域に広がり、市内全域の可燃ごみの排出量は
ピーク時から3割以上も削減したそうです。

め、
を呼
、住
なげ
庭か
比較
で約

啓発
み減
けを
活発

ご
山
全
は

志賀町

女性団体
協議会

山代温泉

まちづくり
推進協議会

毎月発行の
町広報紙に
結果を掲載

たい肥に活用する
生ごみの回収風景

ポイントカード

志賀町女性団体協議会

会長 村
む ら
山
や ま
 康
や す
子
こ
さん

山代温泉まちづくり推進協議会
生ごみ堆肥化推進委員会

代表 橋
は し
本
も と
 真

ま
琴
こ と
さん
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上棚矢駄IC上棚矢駄IC

徳田大津
JCT

至輪島

のと里山
海道

七尾駅

能越自動車道
七尾氷見道路

柳田IC

織姫の里
なかのと

　

中
能
登
町
の
中
心
を
走
る
国

道
１
５
９
号
沿
い
に
今
年
４

月
、
県
内
で
最
も
新
し
い
道
の

駅「
織
姫
の
里
な
か
の
と
」が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
地
元
を
中
心
に
能
登
の

特
産
品
が
充
実
。朝
に
収
穫
し
た
農

家
直
売
の
野
菜
を
は
じ
め
、
リ
ピ
ー

タ
ー
続
出
の
ウ
イ
ン
ナ
ー
や
ベ
ー
コ

ン
、
中
能
登
産
豚
肉
と
能
登
野
菜
の

金き
ん

糸し

瓜う
り

を
使
っ
た
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー

な
ど
、
ど
れ
も
こ
れ
も
駅
が
自
信
を

持
っ
て
お
す
す
め
す
る
商
品
ば
か
り

で
す
。
館
内
で
調
理
す
る
総
菜
や
お

弁
当
、
旬
の
幸
満
載
の
フ
ー
ド
コ
ー

ト
な
ど
、
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い

グ
ル
メ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
高
級
麻
織
物
の
能
登

上
布
な
ど
、
町
の
観
光
情
報
も
豊
富
。

地
元
野
菜
を
使
っ
た
料
理
教
室
を
予

定
す
る
な
ど
、
中
能
登
町
の
新
た
な

魅
力
発
信
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人気商品を紹介します

DATA

織姫の里なかのと
中能登町井田ぬ部10番地1
TEL 0767（76）8000
ホームページ  orihime-nakanoto.jp
産直館 織姫市場
 営 9:00～19:00（4～9月）、9:00～18:00（10～3月）
 休  1～3月の水曜日（年始を除く）
フードコート織姫ダイニング 
 営 10:00～21:00
 休  無休
ドッグラン 
 営 9:00～18:00
 休  1～3月の水曜日（年始を除く）

道の駅
織姫の里
なかのと

コミュニティバスの発着点となっているほか、
町の防災拠点としての役割も担っています

織姫の里はワンちゃん
も大歓迎。駅の敷地
内には芝生のドッグラ
ンも整備しています。
ドッグランは大型犬と
小型犬用でそれぞれ分
かれているので、安心し
て遊ばせられますよ。

愛犬家にうれしい
ドッグラン

トイレにも
中能登らしい工夫

トイレは一面ガラス張
りとなった開放的な空
間。外に見える壁面
には能登上布のかす
り模様をあしらってい
ます。女性用にはパウ
ダールームもあり、利
用者から喜ばれていま
す。

（中能登町）

ほかにも旬の野菜が
いっぱいですよ！

織姫の里はここも魅力！

道の駅  織姫の里なかのと
駅長 田中 雅晴さん

金とんカレー 432円

ウインナー398円、ベーコン980円など

おにぎり110円～、
中島菜と地元の牛
乳を使ったミック
スソフト300円

～、
牛
ク

2 1

今年4月誕生 旬の幸いろいろ

野菜に総菜、ご当地グルメ、
館内には町の魅力がぎゅっ！
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地
方
か
ら
世
界
へ
！

石
川
の
企
業
に
注
目

　

産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
し
て
い
ま
す
。ひ
と
昔
前
な
ら
、大
企
業
で
な
い
と

世
界
を
相
手
に
戦
う
こ
と
は
困
難
で
し
た
が
、
い
ま
は
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
技
術

や
サ
ー
ビ
ス
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
た
と
え
小
さ
な
企
業
で
あ
っ
て
も
世
界
に
打
っ
て

出
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
で
す
。 

　

経
済
産
業
省
が
今
年
、国
際
市
場
の
開
拓
に
取
り
組
む
国
内
企
業
の
中
か
ら
、特
定

の
分
野
で
高
い
シ
ェ
ア
を
誇
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
１
０
０
選
」を
発

表
し
ま
し
た
。
石
川
県
か
ら
は
６
社
が
選
ば
れ
、
そ
の
数
は
東
京
、
大
阪
、
愛
知
の
三

大
都
市
圏
に
次
い
で
全
国
第
４
位
。
こ
の
背
景
に
は
、か
つ
て
学
術
や
工
芸
、文
化
の

振
興
に
特
に
力
を
入
れ
た
加
賀
藩
が
、
各
界
の
第
一
人
者
を
江
戸
や
京
都
か
ら
招
い

て
指
導
を
仰
ぎ
、精
緻
な
技
術
と
人
材
を
育
て
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。こ
の
中
か

ら
、常
に
研け

ん
さ
ん鑽
と
創
意
工
夫
を
積
み
重
ね
る
モ
ノ
づ
く
り
の
風
土
が
生
ま
れ
、こ
れ
が

本
県
産
業
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

有
効
求
人
倍
率
の
改
善
な
ど
、
長
ら
く
低
迷
の
続
い
た
景
気
に
も
よ
う
や
く
光
が

見
え
て
い
ま
す
。現
在
”就
活
中
“の
若
者
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、地
方
か
ら
世
界
へ

羽
ば
た
く
石
川
の
中
小
企
業
の
将
来
性
に
ぜ
ひ
目
を
向
け
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
も
そ
も
、
現
在
、
世
界
的
な
日
本
の
大
企
業
も
、
そ
の
多
く
は
町
工
場
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、組
織
の
小
さ
な
中
小
企
業
の
ほ
う
が
、一
人
ひ
と
り
の

能
力
が
発
揮
し
や
す
く
活
躍
の
場
が
広
が
り
ま
す
。働
く
社
員
も「
こ
の
分
野
な
ら
絶

対
に
誰
に
も
負
け
な
い
」と
い
う
強
み
を
持
っ
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
荒
波
に
立
ち
向

か
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
も
県
内
で
頑
張
る
中
小
企
業
の
魅
力
や
強
み
を
さ
ら
に
発
信
す
る
と
と

も
に
、新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
の
育
成
へ
、先
人
か
ら
培
わ
れ
た
良
き
伝

統
に
磨
き
を
か
け
て
い
く
考
え
で
す
。

smile 石川のボランティア

小松能美
メンタルヘルス
ボランティア

（小松市）
友の会

　

小
松
能
美
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
友
の
会
は
、
小
松
・
能
美
市
を
中
心
に
、

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
と
の
ふ
れ

あ
い
活
動
に
力
を
入
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
で
す
。「
患
者
さ
ん
や
利
用
者
の
皆
さ

ん
を
正
し
く
理
解
し
、
と
も
に
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
心
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
く
の
が
目
的
で
す
」と
会
長
の
浅あ
さ
い井

俊と
し
こ子

さ
ん
。
結
成
か
ら
今
年
で
10
年
、
小

松
市
民
病
院
や
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

訪
問
し
て
一
緒
に
ゲ
ー
ム
や
絵
手
紙
の
製
作
、

調
理
実
習
な
ど
を
し
た
り
、
精
神
に
障
が
い
の

あ
る
方
の
就
労
・
生
活
支
援
に
取
り
組
む
「
な

ご
み
の
郷さ
と
」
の
利
用
者
と
交
流
し
た
り
す
る
な

ど
、
定
期
的
な
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
な
ご
み
の
郷
で
、
毎
月
第
３

土
曜
に
「
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」
を
開
い
て
、
利

用
者
と
語
り
合
っ
た
り
、
施
設
の
お
祭
り
の

開
催
に
取
り
組
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
活
動
は

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。「
専
門
家
で
は
な
い
か

ら
こ
そ
、
利
用
者
と
同
じ
目
線
で
付
き
合
う

こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
も
い
ろ
い
ろ
な
話
を

し
て
く
れ
ま
す
よ
」。
浅
井
さ
ん
は
笑
顔
で
こ

う
話
し
、
ふ
れ
あ
い
で
生
ま
れ
る
心
の
つ
な

が
り
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
や
り
が
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。

利
用
者
と
同
じ
目
線
で

ふ
れ
あ
い
活
動

心
の
つ
な
が
り
が
や
り
が
い
に

●問い合わせ

小松能美メンタルヘルスボランティア
友の会事務局（なごみの郷内）
代表  浅井 俊子  TEL 0761(23) 7232

研修や他のボランティアグループとの交流にも積極的

メンタルヘルスボランティアの養成講座の
修了生を中心に活動しています

14

金沢市石引4-18-3
TEL076（264）2598
　
● 開館時間／午前9:00～午後10:00
（見学は午後5:00まで。午後4:30までに入館してください）
● 休館日／月曜、祝日（文化の日を除く）
 　年末年始（12/29～1/3）
　※定例能、観能の夕べの詳細は
　 （公社）金沢能楽会・県立能楽堂のホームページをご覧ください
● www.kanazawanohgakukai.jp（金沢能楽会ホームページ）
     www.pref.ishikawa.lg.jp/nougakudo/nougakudoutop.html（県立能楽堂ホームページ）

82
年
の
歴
史
を
刻
む
能
舞
台

毎
月
定
例
能
を
開
催

　

多
彩
な
伝
統
芸
能
が
花
開
く
石
川
県
。
そ
の
象
徴

の
一
つ
が
、
石
川
の
能
楽
の
拠
点
で
あ
る
「
県
立
能

楽
堂
」
で
す
。
昭
和
47（
１
９
７
２
）年
の
開
館
か
ら

42
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
目
を
上
演
し
て
き
た
能
舞
台

は
、
西
本
願
寺（
京
都
市
）に
あ
る
国
宝
の
北
舞
台
を
模

し
て
造
ら
れ
た
総
檜ひ

の
き

造
り
で
、
昭
和
７（
１
９
３
２
）

年
に
金
沢
市
広
坂
に
建
て
ら
れ
た
も

の
を
県
が
譲
り
受
け
て
移
築
し
ま
し

た
。
82
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
今
、
落

ち
着
い
た
色
つ
や
が
能
楽
の
殿
堂
と

し
て
の
風
格
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
床
下
に
は
、
か
め
が
11
個
埋

め
ら
れ
、
拍
子
を
踏
む
際
な
ど
の
音

響
効
果
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

能
楽
堂
で
は
毎
月（
８
月
を
除
く
）

第
１
日
曜
、
金
沢
能
楽
会
の
定
例
能

を
開
催
。
明
治
34（
１
９
０
１
）年
か
ら

１
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
く
定
例

能
は
通
算
１
１
０
０
回
以
上
を
数
え
、

連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
石
川
の
能

楽
の
魅
力
を
存
分
に
感
じ
ら
れ
る
舞
台

で
す
。
さ
ら
に
、
7
月
・
8
月
の
毎

週
土
曜
に
は
、
恒
例
の
「
観
能
の
夕
べ
」
を
実
施

し
ま
す
。
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
各
地

で
活
躍
す
る
能
楽
師
や
狂
言
師
の
舞
台

を
、１
公
演
１
０
０
０
円（
８
／
30
の

特
別
公
演
は
３
０
０
０
円
、
い
ず
れ

も
高
校
生
以
下
は
無
料
）で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
専
門
家
に
よ
る
解
説

も
あ
る
の
で
、
初
め
て
鑑
賞
さ
れ
る

方
で
も
十
分
に
楽
し
め
ま
す
。

県立能楽堂県立能楽堂

金沢城
公園
金沢城
公園

しいのき
迎賓館
しいのき
迎賓館

県立
美術館
県立
美術館

金沢
21世紀美術館

金沢
21世紀美術館

県立
歴史博物館
県立
歴史博物館

本多の森
ホール
本多の森
ホール

至 小立野

至 小立野

兼六園兼六園

出羽町

広 坂
至 香林坊

交通アクセス

　石川県は、能楽の中でも特に宝生流という
流派が盛んな土地で、「加賀宝生」とも呼ばれる
ほどです。その基盤が築かれたのは藩政期で、藩
祖の前田利家以来、歴代の加賀藩主は能に親しみ、
手厚く保護してきました。中でも、こよなく能を愛した
のが、５代藩主・綱紀です。宝生流に傾倒し、武士はもちろ
ん、他藩では考えられなかった町民への普及も認めました。
そのおかげで、金沢は「空から謡

うたい
が降ってくる」と言われるほ

ど、人々の暮らしにも能が深く浸透していったのです。

加賀藩主が奨励し町民にも浸透

“ふるさと”お宝キーワード 加
か が

賀宝
ほ う

生
しょ う

▲ 毎月、定例能を開催 ▲ 県立能楽堂では一般の方を対象に能楽体験を実施しています

れる
、藩
しみ、
を愛した
武士はもちろ
も認めました。
」と言われるほ
のです。

にも浸透

加賀宝生

写真提供／公益社団法人金沢能楽会

各
地

台
▼ 衣装なども展示

県立能楽堂館長

大
お お に し

西邦
 く に お  

夫さん
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環境保護のため、大豆インクを使用しています。紙は資源です。リサイクルしましょう。
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発
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w
.pref.ishikaw

a.lg.jp/

県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL  076（225）1362　FAX  076（225）1363

「ふるさと石川」の魅力アップに活用します。
県外在住のご協力者を紹介してください。
●問い合わせ
石川県県民交流課　TEL 076（225）1361
www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/furusatonouzei/

前略 石川県知事 ふるさと納税


